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１.篳篥用ヨシの生育・環境調査概要 

土壌水分 
地下水 

化学的成分 
物理的性質 

地形 

気温 

雨水 

日射 
湿度 

植物（ヨシ）の生育条件 
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２.ヨシの生育調査概要 

  鵜殿ヨシ原に調査区（１４箇所）を設置し、ヨシの草丈・茎径測定及び生育する植物種（随伴植
物）の調査を実施（４月２２日開始） 

篳篥用ヨシ 
採取エリア 
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３.ヨシの生育調査方法 

草丈・茎径の計測 
マーキングによる 

個体識別 

2m 

2m 

随伴植物調査 

○ 調査区の設定 

篳篥用ヨシ採取エリア ６ 箇所 
計 １４ 箇所 

その他のエリア ８ 箇所 

○ 調査内容 
大項目 小項目 内  容 備  考 

ヨシ 
マーキングによる個体識別 調査区（4㎡）に生育するヨシのうち、40本（1㎡あたり最大径及

び最小径の個体を含む10本）を選定 
台風18号（9/15）に

より消失した個体あり 

ヨシの草丈計測 地表面から、植物体の頂点までの高さを1㎜単位で計測 出穂部分は含まず 

ヨシの茎径計測 地表面から、ヨシの草丈の１割の高さ部分を0.1㎜単位で計測 

随伴植物 
被度 調査区に生育する各種類の植物の地上部が地表を被覆する

度合を調査 

群度 調査区に生育する各種類の植物が、孤立して生育するか、か
たまって生育するか集合の状態を調査 

カナムグラ → 

← ｾｲﾀｶｱﾜ
ﾀﾞﾁｿｳ 

調査区の設定 
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４.ヨシの生育調査結果【ヨシ草丈】 
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篳篥用ヨシの採取エリア調査例 
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その他のエリア調査例 

 篳篥用ヨシの採取エリアについては、草丈は4m前後が多い。 
 その他のエリアについては、草丈はばらつきがあり、4mを超えるヨシが少ない。 
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５.ヨシの生育調査結果まとめ 【ヨシ草丈】 
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草丈(m) 

31本/38本※1 24本/33本※1 

篳篥用ヨシ採取エリア（６箇所）でのヨシの草丈 その他のエリア（８箇所）でのヨシの草丈 

※1：ヨシの調査本数と残存本数を表示（測定終了時／測定開始時） 

• 8月22日に実施したヨシの草丈測定データを Ｈ＝５０ｃｍ毎 １０区分に分類 

• “篳篥用ヨシ採取エリア”と“その他のエリア”で集計し、１調査区あたりの平均値を算出 

 「篳篥用ヨシの採取エリア」においては、4.0～4.5mの個体が顕著に多く見られる。 

※2：小数点第１位を四捨五入  
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６.ヨシの生育調査結果まとめ 【ヨシ茎径】 

・ 8月22日の草丈の１割高さの茎径※3測定データを1.0ｍｍごとに分類 

・ “篳篥用ヨシ採取エリア”と“その他のエリア”で集計し、１調査区あたりの平均値を算出 
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草丈の1割高さの茎直径(mm) 

篳篥用ヨシ採取エリア（６地点）でのヨシの茎径 その他のエリア（８地点）でのヨシの茎径 

31本/38本※1 24本/33本※1 

 「篳篥用ヨシの採取エリア」においては、12mm前後の個体が顕著に多く見られる。 

※1 ：  ヨシの調査本数と残存本数を表示（測定終了時／測定開始時） 
※2 ： 小数点第１位を四捨五入 
※3 ：  地表面から、ヨシの草丈の１割の高さ部分を0.1㎜単位で計測 
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７.ヨシの生育調査結果 【随伴植物（春季調査）】 

篳篥用ヨシ採取エリア その他のエリア 

全地点の共通出現植物種 ： ヨシ、オギ 

陸域のオギ・ヨシに共通の種群 水域のオギ・ヨシに共通の種群 

 冠水しない箇所では、一般的な陸域のオギ・ヨシと共存できる種が出現 

カナムグラ、セイタカアワダチソウ、コアカザ、ハナイバナ、ヤブカラシ、ホトケノザ、ヤエ
ムグラ、ウシハコベ 

導水後に冠水する箇所は水
域を好む種が出現・成立 

カサスゲ、シロネ 

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ カナムグラ 調査箇所状況 調査箇所状況 

  ヨシとオギは、ほぼ全調査箇所内で確認 

  篳篥用ヨシ採取エリアとその他のエリアのうち、陸域（導水後にも冠水しない）エリアでは、顕
著な植物種の違いは確認できない 

  導水後に冠水する箇所では、ヨシ・オギとともに水域を好む草本植生が成立 

７ 



８.ヨシの生育と地形に関する考察 

凡例の数字はO.P.（大阪湾最低潮位）からの高さ（ｍ）を表す。 

導水路 導水路 

※① ※① 

※② ※② 

 篳篥用ヨシ採取エリアのような比較的標高の高いエリアでは、オギ・ヨシ群落が成立している※① 

 導水路及び導水路沿いの標高が低いエリアはヨシの単独群落が形成されている※② 
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地形図 植生図（平成２５年春） 



９.土壌水分及び地中温度測定 

篳篥用ヨシ 
採取エリア 

 土壌水分及び地中温度計測を９箇所で実施（３箇所は４月１１日～、６箇所は９月６日～） 

 ・“篳篥用ヨシ採取エリア”及び“その他のエリア”で設定 

土壌水分計及び地中温度計
の設置 
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１０.土壌水分測定結果（降雨量・導水と土壌水分の関係）【4/11～11/26】 

 導水路への通水前後で、導水による土壌水分の明確な変化は確認されない※① 

 地表面より、浅い箇所（0.1～0.4m）では、少量の降雨でも、土壌水分量に変化が現れる※② 

 地表面より、深い箇所（0.6～1.5m）では、多量の降雨で、土壌水分量に変化が現れる※③ 

地盤高 

台風18号冠水 
９月１５日１７時 

導水路通水終了 
４月１６日１０時 

導水路通水開始 

土壌水分計最深点 
 O.P+9.25m 

地盤高 

：土壌水分計設置位置 

：地下水位測定位置 

地下水位 

降水量（山崎出張所） 

土壌水分計 

計測深さ：-0.1ｍ，-0.2ｍ，-0.3ｍ，-0.4ｍ，-0.6ｍ，-1.0ｍ，-1.5ｍ 

※  は降雨時期を表す 

※② ※③ ※① 

※④冠水による影響で計測機器が異常値を示している。 

※④ 

（平成25年） 

（平成25年） 

（平成25年） 

月日 

月日 



１１.土壌温度測定結果 【4/11～11/26】 

：地中温度計設置位
置 

 導水路への通水前後で、通水による土壌水分の明確な変化は確認されない。 

 地表面より、浅い箇所（0.1～0.4m）では、気温変化による日変動と年変動※を示す。 

 地表面より、深い箇所（0.6～1.5m）では、日変動は小さく、緩やかな年変動を示す。 

※通年の気温変動。鵜殿では８月迄上昇し、９月より下降 
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地中温度計 

降水量（山崎出張所） 
９月１５日１７時 

導水路通水終了 
４月１６日１０時 

導水路通水開始 

計測深さ：-0.1ｍ，-0.2ｍ，-0.3ｍ，-0.4ｍ，-0.6ｍ，-1.0ｍ，-1.5ｍ，  気温（枚方） 
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9.84 

8.41 

１２.地下水位測定結果 【導水と地下水位の関係：１２箇所で測定】 

導水前水位分布（平成25年4月1日12時） 

導水時水位分布（平成25年9月9日12時） 

 導水路への通水後は、それぞれの水位
観測孔で地下水位の上昇が見られる。 

地下水位の高さは、導水路から河道流水
部に向かって低下する傾向にある。 

■地下水位計による連続計測（既設）  ・・・ １０箇所 （平成２２年から計測開始≪国土交通省淀川河川事務所にて実施≫） 
★地下水位計による連続計測（新設）  ・・・  ２箇所 （平成２４年１０月１日から計測開始≪NEXCO西日本にて設置≫） 

自記水位計 

※各地点の数字はO.P.（大阪湾最低潮位）からの地下水位（又
は河川水位）高さ（ｍ）を表す。 

地下水位の計測 



１３.土壌への水分供給に関する考察 

河川水位 

水頭線 

水位観測孔※② 

盛土層 

粘性土層 

砂質土層 

砂質土層 

砂質土層 

礫質土層 

地下水 

粘性土層 

OP+10.0m 

OP+5.0m 

土壌水分計※① 

導水で満たされた領域 

降雨 
地下水状況イメージ図 

導水路 

土壌水分 （10.土壌水分測定結果より※①） 
 ・導水に伴う土壌水分の変化はなく、降雨により変化が現れる。 

地下水位 （12.地下水位測定結果より※②） 
 ・導水前の水位は、河川の水位とほぼ同じ高さ 
 ・導水に伴い、導水路周辺では地下水位が上昇するが、離れるにつれて地下水位が低下する。 



１４.土質調査（物理的性質・化学的成分） 

： 調査位置 

篳篥用ヨシ 
採取エリア 

 土の試料採取（深さ１．５m程度）を１１箇所で実施（７月１１日、９月４～５日に実施） 

 “篳篥用ヨシ採取エリア”及び“その他のエリア”で設定 

   【物理的性質】 土層厚の確認や土の粒度組成（深さ0.5m、1.0m、1.5mの３地点）について分析を実施中。 

   【化学的成分】 化学成分７項目※（深さ0.5m、1.0m、1.5mの３地点）について分析を実施中。 
※ ： 窒素・リン・カリウム・ｐH・強熱減量・電気伝導度・塩基飽和度 

土の試料採取状況 土の試料 
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１５.ヨシの遺伝特性（ＤＮＡ分析）調査 

学
識
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
鵜
殿
ヨ
シ
の
特
性
評
価 

解
析
・結
果
と
り
ま
と
め 

採取個体の茎径
測定と記録 

採取箇所 

鵜殿 

十三（下流域） 

宇治川（上流域） 

サンプリング採取 

粉砕したヨシの葉から、遠心分離器などを用いてＤＮＡ
を抽出 

ＤＮＡ抽出 

 検討会の提案を受け、篳篥用ヨシの遺伝的特性の把握を目的に「かずさＤＮＡ研究所」におい
てＤＮＡ分析を実施中 
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水平地下茎 

1.0m程度 

1.5m程度 

3.0m程度 

ヨシ群落 

１６.ヨシの地下茎調査（予定） 

 鵜殿ヨシ原内の地面を掘削（深さ１．５ｍ程度）し、ヨシの地下茎採取を実施予定（１月～３月） 

 ・“篳篥用ヨシ採取エリア”及び“その他のエリア”で設定 

 ・掘削した側面から乱さない土の試料採取も合わせて実施予定 

乱さない土の 
試料採取イメージ 

30cm 

2節 

ヨシ地下茎の採取イメージ 

掘削イメージ 
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１７.篳篥用ヨシの生育・環境調査スケジュール 
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